
イ
ラ
ス
ト
・
多
田
健
一
郎

イ
ラ
ス
ト
・
多
田
健
一
郎

答えは 日の

朝刊に

又又又又又又又俣
末
末
末迄 又又又又又又又 沫

末
末
末

抹

昨年秋
あき

は大きな台風が連
れん

続
ぞく

して日
に

本
ほん

に近
ちか

づ

き、大きな被
ひ

害
がい

をもたらしました。大郷町でも

多
おお

くの住
じゅう

宅
たく

が全
ぜん

半
はん

壊
かい

しましたが、亡
な

くなった

方
かた

はいませんでした。毎
まい

年
とし

継
けい

続
ぞく

してきた避
ひ

難
なん

訓
くん

練
れん

と、自
じ

主
しゅ

防
ぼう

災
さい

組
そ

織
しき

の地
じ

道
みち

な活
かつ

動
どう

に支
ささ

えられた

住
じゅう

民
みん

の高
たか

い防災意
い

識
しき

があったからです。町
まち

は

町
ちょう

民
みん

防災の日
ひ

を設
もう

け、住民の防災意識を未
み

来
らい

につなごうとしています。皆
みな

さんの地
ち

域
いき

や学
がっ

校
こう

では、この秋どのような防災の取り組みを行
おこな

っていますか。

（日本新
しん

聞
ぶん

協
きょう

会
かい

ＮＩＥアドバイザー・仙
せん

台
だい

市
し

福
ふく

室
むろ

市民センター・児
じ

童
どう

館
かん

長
ちょう

中
なか

辻
つじ

正
まさ

樹
き

）

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊇
∪
∪
∧ ⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂ ∩

∪
∪

⊃

問 題

①大
おお

郷
さと

町
ちょう

は昨
さく

年
ねん

の台
たい

風
ふう

号
ごう

災
さい

害
がい

を踏
ふ

まえて、何
なに

を制
せい

定
てい

しましたか。

（ ）

②新
しん

型
がた

コロナウイルス対
たい

策
さく

として、どのようなことに取
と

り組
く

みましたか。

（ ）

③中
なか

粕
かす

川
かわ

行
ぎょう

政
せい

区
く

長
ちょう

の赤
あか

間
ま

正
ただし

さんはどのようなことが大
たい

切
せつ

と話
はな

していますか。

（ ）
（小学校中学年以上／総合学習、学級活動など）

（

月

日
朝
刊
か
ら
）

⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔

学
校
の
授
業
を
大
切
に

剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄 剏

刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹

刳刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮

学習内容すぐ復習を

本
格
的
な
受
験
勉
強
を
進
め

る
時
期
だ
が
、
塾
や
自
習
で
の

受
験
対
策
だ
け
で
な
く
、
学
校

の
授
業
を
集
中
し
て
聞
く
こ
と

も
大
切
だ
。

学
校
の
授
業
は
学
習
の
基
本

で
あ
り
、
１
日
の
勉
強
時
間
で

も
か
な
り
大
き
な
割
合
を
占
め

る
。
学
校
の
授
業
に
集
中
す
る

こ
と
で
、
結
果
と
し
て
受
験
勉

強
を
効
率
的
・
効
果
的
に
進
め

る
こ
と
が
で
き
る
。
大
切
な
ポ

イ
ン
ト
を
３
点
紹
介
し
よ
う
。

１
点
目
は
、
習
っ
た
こ
と
を

そ
の
日
の
う
ち
に
定
着
さ
せ
る

こ
と
。
こ
の
時
期
の
学
習
内
容

は
、
入
試
問
題
に
直
結
す
る
こ

と
が
多
い
。
学
校
の
授
業
で
習

っ
た
ら
、
そ
の
日
の
う
ち
に
復

習
し
、
す
ぐ
に
演
習
を
行
っ
て

得
点
力
に
変
え
る
こ
と
が
重
要

と
な
る
。

２
点
目
は
、
授
業
そ
の
も
の

を
復
習
の
機
会
と
し
て
利
用
す

る
こ
と
。
３
年
生
で
学
習
す
る

内
容
は
、
前
学
年
ま
で
の
振
り

返
り
を
同
時
に
行
う
場
合
も
多

い
。
例
え
ば
、
「
相
似
な
図
形
」

な
ら
「
平
行
と
合
同
」
の
内
容

に
も
触
れ
る
。

授
業
の
解
説
を
し
っ
か
り
聞

い
て
、
１
、
２
年
生
の
学
習
内

容
で
理
解
不
足
の
点
が
あ
れ

ば
、
先
生
に
質
問
す
る
な
ど
し

て
す
ぐ
に
解
消
し
よ
う
。
そ
う

す
る
こ
と
で
、
現
在
の
学
習
内

容
へ
の
理
解
も
深
ま
る
。

３
点
目
は
、
体
育
や
音
楽
、

美
術
な
ど
、
副
教
科
に
も
し
っ

か
り
と
取
り
組
む
こ
と
。
勉
強

を
集
中
し
て
継
続
す
る
た
め
に

は
、
オ
ン
オ
フ
の
切
り
替
え
が

大
切
だ
。

友
人
た
ち
と
一
緒
に
体
を
動

か
し
た
り
、
文
化
的
活
動
に
取

り
組
ん
だ
り
す
る
こ
と
は
、
心

身
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
せ
て
勉

強
の
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
で
き
る

絶
好
の
機
会
だ
。
生
活
リ
ズ
ム

を
正
し
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

高
い
状
態
で
維
持
し
な
が
ら
勉

強
し
よ
う
。

毎
年
多
く
の
受
験
生
を
指
導

す
る
中
で
の
印
象
だ
が
、
努

力
が
実
を
結
び
、
志
望
校
に

合
格
す
る
人
ほ
ど
、
学
校
の
授

業
や
予
習
・
復
習
を
大
切
に
し

て
き
た
人
が
多
い
。
こ
れ
ま
で

通
り
学
校
生
活
を
楽
し
み
な

が
ら
、
学
習
を
継
続
し
て
ほ
し

い
。

（
家
庭
教
師
の
ト
ラ
イ
・
阿
部

正
純
教
育
プ
ラ
ン
ナ
ー
）

‖
土
曜
日
掲
載
‖

√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

支
援
金

万
円

大
郷
町
に
寄
付

岩
手
マ
イ
タ
ッ
ク

土
木
工
事
業
の
岩
手
マ
イ
タ

ッ
ク
（
盛
岡
市
）
は

日
、
昨

年

月
の
台
風

号
で
被
災
し

た
大
郷
町
に
支
援
金
１
５
０
万

円
を
贈
っ
た
。

同
社
は
昨
年

月

日
以

降
、
大
郷
町
川
内
の
社
有
地
約

６
㌶
を
災
害
廃
棄
物
の
仮
置
き

場
と
し
て
町
に
貸
し
た
。
廃
棄

物
処
理
が
完
了
し
て
９
月
末
に

土
地
が
返
還
さ
れ
た
の
を
受

け
、
寄
付
を
申
し
出
た
。

町
役
場
で
あ
っ
た
贈
呈
式
で

橋
本
正
彦
社
長
は
、
社
有
地
で

採
取
し
た
山
砂
を
県
内
の
東
日

本
大
震
災
被
災
地
で
の
防
潮
堤

工
事
に
納
め
て
い
る
縁
で
、
用

地
提
供
に
協
力
し
た
経
緯
を
紹

介
。
「
復
興
は
道
半
ば
。
引
き

続
き
役
に
立
ち
た
い
」
と
目
録

を
田
中
学
町
長
に
手
渡
し
た
。

田
中
町
長
は
「
心
か
ら
感
謝

す
る
。
災
害
復
興
の
大
き
な
力

に
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

オ
ー
デ
ィ
オ
ド
ラ
マ
の
リ
ハ
ー
サ
ル
に

臨
む
生
徒
た
ち

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

仙
台
市
青
葉
区
一
番
町
の
フ
ォ

ー
ラ
ス
屋
上
に
あ
る
和
霊
神
社
が

祭
る
山
家
清
兵
衛
（
１
５
７
９
〜

１
６
２
０
年
）
の
没
後
４
０
０
年

を
記
念
し
、
同
市
の
ク
リ
エ
ー
テ

ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
浜
中
文
夫
さ

ん

が
オ
ー
デ
ィ
オ
ド
ラ
マ

「
わ
れ
い
も
の
が
た
り
〜
七
夕
と

雨
と
明
日
の
虹
」
を
制
作
し
た
。

仙
台
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
Ｆ
Ｍ

「
ラ
ジ
オ
３
」
で

日
午
後
８
時

か
ら
放
送
さ
れ
る
ほ
か
、
今
月
末

に
は
動
画
投
稿
サ
イ
ト
「
ユ
ー
チ

ュ
ー
ブ
」
で
も
公
開
予
定
。

清
兵
衛
は
宇
和
島
藩（
愛
媛
県
）

の
初
代
藩
主
伊
達
秀
宗
の
下
で
家

老
を
務
め
た
が
、
政
争
に
敗
れ
て

殺
害
さ
れ
た
。
死
後
、
政
敵
の
変

死
や
凶
事
が
続
い
た
た
め
秀
宗
が

和
霊
神
社
の
祭
神
と
し
た
。
清
兵

衛
の
子
孫
の
豊
三
郎
（
１
８
３
２

〜

年
）
は
明
治
維
新
後
、
没
落

士
族
の
屋
敷
が
並
ん
だ
仙
台
・
東

一
番
丁
を
神
社
と
と
も
に
商
売
の

町
に
発
展
さ
せ
た
。

ド
ラ
マ
は
、
高
校
の
歴
史
研
究

部
員
で
歴
史
作
家
志
望
の
主
人
公

み
は
る
が
、
清
兵
衛
や
豊
三
郎
に

ま
つ
わ
る
史
実
を
調
べ
る
中
、
神

社
で
出
会
っ
た
老
婆
か
ら
仙
台
空

襲
や
仙
台
七
夕
復
活
の
話
を
聞

き
、
小
説
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品
を

完
成
さ
せ
て
い
く
。
学
園
ド
ラ
マ

要
素
も
取
り
入
れ
た
歴
史
朗
読
劇

だ
。収

録
で
は
、
浜
中
さ
ん
が
講
師

を
務
め
る
仙
台
ス
ク
ー
ル
オ
ブ
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
＆
ダ
ン
ス
専
門
学
校

が
ス
タ
ジ
オ
や
機
材
を
提
供
。
オ

ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
選
ば
れ
た
俳
優

・
声
優
専
攻
の
生
徒
が
多
く
出
演

し
、
主
題
歌
や
照
明
も
担
う
。
仙

台
市
市
民
文
化
事
業
団
の
助
成
を

受
け
た
。

み
は
る
役
の
中
嶋
玲
亜
さ
ん

‖
同
校
２
年
‖
は
「
歴
史
は

苦
手
だ
っ
た
が
登
場
人
物
の
相
関

図
を
書
い
て
理
解
し
、
自
分
の
言

葉
で
せ
り
ふ
を
話
せ
た
」と
語
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
も

多
く
の
人
に
触
れ
て
も
ら
お
う

と
、
オ
ー
デ
ィ
オ
ド
ラ
マ
を
企
画

し
た
浜
中
さ
ん
は
「
宇
和
島
と
仙

台
の
絆
を
強
め
、
若
者
が
地
域
の

歴
史
に
興
味
を
持
っ
て
ほ
し
い
」

と
話
す
。

朗読劇ＦＭなどであす公開

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

宇
和
島
藩
家
老
・
山
家
清
兵
衛
祭
る

ト
ン
ネ
ル
内
で
道
路
の
感
触
を
楽
し

む
小
学
生

座
っ
て
触
っ
て

ト
ン
ネ
ル
探
検

気
仙
沼
の
児
童

気
仙
沼
市
唐
桑
町
境
で
建
設

中
の
三
陸
沿
岸
道
「
気
仙
沼
２

号
ト
ン
ネ
ル
」
（
仮
称
、
延
長

１
１
６
７
㍍
）
で

日
、
市
内

の
小
学
生
が
ト
ン
ネ
ル
内
を
歩

く
「
工
事
現
場
探
検
」
が
あ
っ

た
。小

学
４
、
５
年
生
の
７
人
と

保
護
者
ら
が
高
さ
約
７
㍍
、
幅

約

㍍
の
ト
ン
ネ
ル
に
歩
い
て

入
っ
た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装

を
終
え
た
道
路
上
で
座
っ
た

り
、
壁
を
触
っ
た
り
し
て
ひ
ん

や
り
し
た
感
触
を
確
か
め
た
。

唐
桑
小
５
年
熊
谷
莉
子
さ
ん

は
「
ト
ン
ネ
ル
を
歩
く
機

会
は
あ
ま
り
な
い
か
ら
、
貴
重

な
体
験
だ
っ
た
。
車
で
通
る
の

も
楽
し
み
」
と
話
し
た
。

ト
ン
ネ
ル
は
三
陸
道
気
仙
沼

北
｜
唐
桑
南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
（
い
ず
れ
も
仮
称
、
気
仙
沼

市
）
間
で
建
設
中
。
中
央
の
バ

リ
ケ
ー
ド
や
両
脇
の
歩
道
な
ど

を
整
備
し
、
本
年
度
内
に
利
用

開
始
と
な
る
予
定
。

工
事
現
場
探
検
は
小
原
木
、

唐
桑
、
中
井
の
３
公
民
館
の
共

催
。
三
陸
道
の
同
区
間
に
あ
る

「
大
峠
山
橋
」
（
仮
称
、
延
長

２
７
６
㍍
）
の
建
設
現
場
も
見

学
し
た
。
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(１９) ２０２０年(令和２年)１０月２４日(土曜日)(１９) ２０２０年(令和２年)１０月２４日(土曜日)
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日
の答

え
だ
よ

【かほくワークシートの模範解答】

①大
おお

郷
さと

町
ちょう

は昨
さく

年
ねん

の台
たい

風
ふう

号
ごう

災
さい

害
がい

を

踏
ふ

まえて、何
なに

を制
せい

定
てい

しましたか。

（町
ちょう

民
みん

防
ぼう

災
さい

の日
ひ

）

②新
しん

型
がた

コロナウイルス対
たい

策
さく

とし

て、どのようなことに取
と

り組
く

み

ましたか。

（受
うけ

付
つけ

時
じ

に消
しょう

毒
どく

・検
けん

温
おん

し 段
だん

ボー

ル製
せい

の間
ま

仕
じ

切
き

りを組
く

み立
た

てた）

③中
なか

粕
かす

川
かわ

行
ぎょう

政
せい

区
く

長
ちょう

の赤
あか

間
ま

正
ただし

さんは

どのようなことが大
たい

切
せつ

と話
はな

して

いますか。

（日
ひ

頃
ごろ

から訓
くん

練
れん

していないと、

いざというときに迅
じん

速
そく

に対
たい

応
おう

で

きない。防
ぼう

災
さい

意
い

識
しき

を維
い

持
じ

するた

めにも毎
まい

年
とし

続
つづ

けることが大切）
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⊃

新
聞
切
り
抜
き

親
子
で
楽
し
む

県
図
書
館
で
来
月

ス
ク
ラ
ッ
プ
道
場

新
聞
の
面
白
さ
を
親
子
で
味

わ
っ
て
も
ら
お
う
と
、
県
図
書

館
（
仙
台
市
泉
区
）
は

月
７

日
、
小
学
生
と
保
護
者
向
け
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
親
子
新
聞
ス

ク
ラ
ッ
プ
道
場
」
を
開
く
。

組
限
定
で
参
加
者
を
募
集
し
て

い
る
。
無
料
で
先
着
順
。

Ｎ
Ｉ
Ｅ
（
教
育
に
新
聞
を
）

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
、
東
北
福

祉
大
非
常
勤
講
師
の
渡
辺
裕
子

さ
ん
が
講
師
を
務
め
る
。
新
聞

記
事
や
広
告
か
ら
気
に
入
っ
た

見
出
し
や
写
真
な
ど
を
切
り
抜

き
、
台
紙
に
貼
り
付
け
て
作
品

に
す
る
「
こ
と
ば
の
貯
金
箱
」

を
体
験
す
る
。

開
催
時
間
は
午
後
２
〜
４

時
。
①
児
童
名
と
年
齢
②
保
護

者
名
③
住
所
④
電
話
番
号
か
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
｜
を
記
入
し
た

用
紙
を
県
図
書
館
各
カ
ウ
ン
タ

ー
に
提
出
す
る
か
、
フ
ァ
ク
ス

す
る
。
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
も
申
し

込
め
る
。
連
絡
先
は
０
２
２（
３

７
７
）
８
４
４
６
。

火の怖さ

絵で訴え
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⊃

登
米
・
小
中
防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

最高賞佐藤さんと杵淵さん

登
米
市
消
防
本
部
は
市
内
の

小
中
学
生
が
描
い
た
防
火
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
最
高
の

市
消
防
長
賞
に
佐
沼
小
５
年
佐

藤
ほ
な
つ
さ
ん

と
、
新
田

中
１
年
杵
淵
萌
さ
ん

の
２

作
品
を
選
ん
だ
。

市
内

校
か
ら
小
学
生

点
、
中
学
生

点
の
応
募
が

あ
り
、
６
日
に
あ
っ
た
審
査
会

で
決
め
た
。
佐
藤
さ
ん
の
作
品

は

月
９
〜

日
の
秋
の
火
災

予
防
運
動
の
ポ
ス
タ
ー
に
、
杵

淵
さ
ん
の
作
品
は
来
年
３
月

の
春
の
運
動
の
ポ
ス
タ
ー
に
な

る
。優

秀
賞
、
努
力
賞
を
含
め
た

作
品
は
市
消
防
防
災
セ
ン
タ

ー
（

月

〜

日
）
、
み
や

ぎ
生
協
加
賀
野
店
（

日
〜

月
５
日
）
、
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
佐

沼
（

月
６
〜

日
）
で
そ
れ

ぞ
れ
展
示
さ
れ
る
。

優
秀
賞
は
次
の
通
り
。
（
敬

称
略
）

佐
藤
穂
果
（
佐
沼
小
１
年
）
佐
藤

煌
士
（
石
越
小
２
年
）
千
葉
陽
太
（
石

森
小
４
年
）
袋
紗
彩
（
石
越
小
５
年
）

高
橋
椿
（
西
郷
小
６
年
）
真
山
柊
彩

（
新
田
中
１
年
）
熊
谷
多
笑
（
津
山

中
２
年
）
須
藤
麻
耶
（
同
）
須
藤
柊

佑
（
登
米
中
３
年
）
小
田
嶋
知
恵
里

（
米
山
中
３
年
）

佐
藤
さ
ん
の
作
品
（
左
）
と
杵
淵
さ

ん
の
作
品

日

仙
台

▽
虹
の
丘
小
児
科
内
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
（
小
児
科
）
‖
泉
区
虹
の

丘
０
２
２
（
３
７
３
）
９
０
８
８
▽

あ
べ
こ
ど
も
・
ア
レ
ル
ギ
ー
ク
リ
ニ

ッ
ク
（
小
児
科
）
‖
若
林
区
な
な
い

ろ
の
里
（
３
４
９
）
５
４
８
６
▽
中

條
整
形
外
科
医
院
（
整
形
外
科
）
‖

宮
城
野
区
二
十
人
町
（
２
９
１
）
５

３
７
２
▽
広
南
休
日
内
科
小
児
科
診

療
所

内
科
・
小
児
科

‖
太
白
区
長

町
（
２
４
８
）
５
８
５
８
▽
泉
地
区

休
日
診
療
所
（
内
科
・
小
児
科
）
‖

泉
区
泉
中
央
（
３
７
３
）
９
１
９
７

▽
急
患
セ
ン
タ
ー
（
内
科
・
外
科
・

整
形
外
科
・
婦
人
科
・
眼
科
・
耳
鼻
咽

喉
科
）
‖
若
林
区
舟
丁
（
２
６
６
）

６
５
６
１
▽
北
部
急
患
診
療
所
（
内

科
・
小
児
科
・
外
科
）
‖
青
葉
区
堤
町

（
３
０
１
）
６
６
１
１
▽
夜
間
休
日

こ
ど
も
急
病
診
療
所
（
小
児
科
）
‖

太
白
区
あ
す
と
長
町
（
２
４
７
）
７

０
３
５
▽
歯
科
休
日
救
急
診
療
所
‖

青
葉
区
五
橋
（
２
６
１
）
７
３
４
５

白
石
・
刈
田

▽
梅
津
内
科
医
院

（
内
科
）
‖
白
石
市
銚
子
ケ
森
０
２

２
４
（
２
４
）
３
５
７
１
▽
大
泉
記

念
病
院
（
外
科
）
‖
白
石
市
福
岡
深

谷
（
２
２
）
２
１
１
１

角
田
・
丸
森

▽
金
上
病
院
（
内

科
・
外
科
）
‖
角
田
市
角
田
０
２
２

４
（
６
３
）
１
０
３
２
▽
竹
内
歯
科

医
院
‖
角
田
市
角
田
（
６
２
）
０
８

８
０柴

田

▽
高
沢
内
科
（
内
科
）
‖

柴
田
町
西
船
迫
０
２
２
４
（
５
７
）

１
２
３
１
▽
じ
ん
整
形
外
科
ク
リ
ニ

ッ
ク

外
科

‖
大
河
原
町
小
島
（
８

６
）
５
３
６
３
▽
よ
し
だ
歯
科
医
院

‖
柴
田
町
船
岡
南

５
７

１
９
１
８

名
取

▽
名
取
市
休
日
夜
間
急
患

セ
ン
タ
ー
‖
下
余
田
０
２
２
（
３
８

４
）
０
０
０
１
▽
お
お
ぬ
き
歯
科
‖

増
田
（
３
８
３
）
９
３
１
０

岩
沼

▽
あ
お
ば
内
科
・
胃
腸
内

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
‖
恵
み
野
０
２
２
３

（
２
９
）
３
７
４
１

亘
理
・
山
元

▽
高
橋
内
科
乳
腺

外
科
‖
亘
理
町
逢
隈
中
泉
０
２
２
３

３
３

１
１
２
１
▽
鳥
の
海
歯
科
医

院
‖
亘
理
町
荒
浜

３
５

３
２
２
２

塩
釜

▽
塩
釜
地
区
休
日
急
患
診

療
セ
ン
タ
ー
‖
錦
町
０
２
２
（
３
６

６
）
０
６
３
０
▽
大
平
デ
ン
タ
ル
ク

リ
ニ
ッ
ク
‖
宮
町
（
３
６
６
）
７
４

２
５黒

川

▽
明
石
台
レ
デ
ィ
ー
ス
ク

リ
ニ
ッ
ク
‖
富
谷
市
明
石
台
０
２
２

（
７
７
２
）
８
１
８
８

大
崎

【
昼
】
▽
寛
内
科
胃
腸
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
（
内
科
）
‖
古
川
駅
前

大
通
０
２
２
９
（
２
４
）
８
８
２
２

▽
旭
山
病
院
（
内
科
）
‖
鹿
島
台
平

渡
（
５
６
）
２
４
３
１
▽
大
崎
西
整

形
外
科
（
外
科
）
‖
古
川
新
田
（
３

６
）
１
０
５
０
▽
大
崎
口
腔
保
健
セ

ン
タ
ー
診
療
室
（
歯
科
）
‖
古
川
南

町
（
２
４
）
５
１
０
１
【
夜
】
▽
大

崎
市
民
病
院
（
内
科
・
外
科
）
‖
古

川
穂
波
（
２
３
）
３
３
１
１

加
美
・
玉
造

▽
大
山
医
院
‖
加

美
町
北
町
０
２
２
９
（
６
３
）
３
０

５
４遠

田

▽
袖
井
ク
リ
ニ
ッ
ク
‖
美

里
町
北
浦
０
２
２
９
（
３
１
）
１
１

８
８栗

原

▽
佐
々
木
内
科
医
院
‖
若

柳
川
北
０
２
２
８
（
３
２
）
６
６
３

３
▽
く
り
こ
ま
ク
リ
ニ
ッ
ク
‖
栗
駒

岩
ケ
崎
（
４
５
）
２
１
２
８

登
米

▽
登
米
市
立
米
谷
病
院
‖

東
和
町
米
谷
０
２
２
０
（
４
２
）
２

０
０
７
▽
み
な
み
か
た
歯
科
医
院
‖

南
方
町
山
成
（
２
９
）
７
０
２
０

石
巻

▽
亀
田
内
科
皮
膚
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
（
内
科
）
‖
大
街
道
南
０
２

２
５
（
９
５
）
６
１
１
８
▽
お
お
ば

小
児
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
小
児
科
）
‖
門

脇
（
９
３
）
９
６
９
３
▽
産
婦
人
科

は
石
巻
市
役
所
（
９
５
）
１
１
１
１

に
問
い
合
わ
せ
る
▽
佐
々
木
医
院
‖

和
渕
（
７
２
）
３
１
２
２
▽
日
野
歯

科
医
院
‖
錦
町
（
２
２
）
４
２
３
０

▽
石
巻
歯
科
医
師
会
休
日
診
療
所
‖

中
里
（
９
４
）
８
２
２
３

東
松
島

▽
ひ
か
り
サ
ン
テ
ク
リ

ニ
ッ
ク
‖
矢
本
０
２
２
５
（
８
４
）

１
３
３
３
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又俣
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末迄又沫

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

抹

無

料

相

談

◇
み
や
ぎ
県
民
サ
ポ
ー
ト
事
業
協

同
組
合

日
午
前

時
〜
正
午
、

仙
台
市
泉
区
・
市
泉
中
央
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
。
成
年
後
見
、
相
続
、
遺

言
、
許
認
可
な
ど
の
相
談
に
行
政
書

士
が
応
じ
る
。
申
し
込
み
は
同
セ
ン

タ
ー
０
２
２
（
３
７
３
）
１
２
８
５

へ
。

日

▽
名
取
市
・
イ
オ
ン
モ
ー
ル
名
取

（
午
前

時
〜

時

分
・
午
後
１

又俣
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末迄又沫

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

抹

献
血
ル
ー
ム

時
〜
４
時

分
）
▽
東
松
島
市
・
イ

オ
ン
タ
ウ
ン
矢
本
（
骨
髄
バ
ン
ク
の

登
録
も
受
け
付
け
、
午
前

時
〜

時

分
・
午
後
１
時
〜
４
時

分
）

▽
利
府
町
・
イ
オ
ン
モ
ー
ル
利
府

（
午
後
の
み
骨
髄
バ
ン
ク
の
登
録
も

受
け
付
け
、
午
前

時
〜

時

分

・
午
後
１
時
〜
４
時

分
）

▽
杜
の
都
献
血
ル
ー
ム
Ａ
Ｏ
Ｂ
Ａ

（
午
前
９
時

分
〜
午
後
５
時
、
成

分
献
血
は
午
前
９
時

分
〜
午
後
４

時

分
）

▽
献
血
ル
ー
ム
ア
エ
ル

（
午
前

９
時

分
〜
午
後
５
時
、
成
分
献
血

は
午
前
９
時

分
〜
午
後
４
時

分
）

乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳

匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂

気
仙
沼

▽
村
岡
外
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
‖
田
中
前
０
２
２
６
（
２
３
）
３

９
９
０
▽
菅
野
歯
科
医
院
‖
赤
岩
杉

ノ
沢
（
２
２
）
２
２
３
５

女
子

Ｔ

20

木
南
道
孝
記
念

陸

上

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

女子400㍍Ｔ20決勝 ２位の菅野

秀
光
中
教
校

６
連
覇
仙
台
市
中
学

新
人
野
球
大
会

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

七
ケ
浜
パ
イ

レ
ー
ツ

４
｜
３

臨
空
ル
ー
キ

ー
ズ

増
田
西
ロ
イ

ヤ
ル
ズ

１
｜
０

三
本
木
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ

七
ケ
浜
パ
イ

レ
ー
ツ

不
戦
勝

増
田
西
ロ
イ

ヤ
ル
ズ

遠
見
塚
ゴ
ー

ル
デ
ン
イ
ー

グ
ル
ス

４
｜
１

松
島
ジ
ュ
ニ

ア
ク

利
府
レ
ッ
ド

ス
タ
ー
ズ

８
｜
３

一
迫
山
王
ク

遠
見
塚
ゴ
ー

ル
デ
ン
イ
ー

グ
ル
ス

４
｜
１

利
府
レ
ッ
ド

ス
タ
ー
ズ

浮
島
サ
ザ
ン

カ
ジ
ュ
ニ
ア

ー
ズ

７
｜
２

東
向
陽
台
ス

カ
イ
ラ
ー
ク

古
小
タ
イ
ガ

ー
ス

５
｜
３

い
そ
山
バ
ッ

ド
ボ
ー
イ
ズ

◇
河
北
新
報
杯
争
奪
県
選
抜
少
年
野
球

新
人
戦
七
ケ
浜
大
会
（

日
・
七
ケ
浜
町

営
球
場
ほ
か
）

▽
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
準
決
勝

▽
決
勝

▽
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
準
決
勝

▽
決
勝

▽
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
準
決
勝

古
小
タ
イ
ガ

ー
ス

５
｜
０

浮
島
サ
ザ
ン

カ
ジ
ュ
ニ
ア

ー
ズ

東
長
町
ス
ワ

ロ
ー
ズ

５
｜
１

七
ケ
浜
ヤ
ン

キ
ー
ス

榴
少
年
野
球

ク

６
｜
１

上
町
少
年
野

球
ク

東
長
町
ス
ワ

ロ
ー
ズ

１
｜
０

榴
少
年
野
球

ク

成
田
オ
ー
シ

ャ
ン
イ
ー
グ

ル
ス

１
｜
０

東
小
イ
ー
グ

ル
ス

大
崎
ジ
ュ
ニ

ア
ド
ラ
ゴ
ン

３
｜
０

下
増
田
ブ
ラ

ッ
ク
ホ
ー
ク

ス

大
崎
ジ
ュ
ニ

ア
ド
ラ
ゴ
ン

７
｜
０

成
田
オ
ー
シ

ャ
ン
イ
ー
グ

ル
ス

富
谷
ス
ト
ロ

ン
グ

８
｜
０

塩
釜
ツ
イ
ン

ズ

鹿
島
台
ロ
イ

ヤ
ル
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ

４
｜
１

名
取
コ
ン
ド

ル
ズ

鹿
島
ロ
イ
ヤ

ル
フ
ァ
イ
タ

ー
ズ

３
｜
３

富
谷
ス
ト
ロ

ン
グ

抽
選
勝
ち

▽
決
勝

▽
Ｄ
ブ
ロ
ッ
ク
準
決
勝

▽
決
勝

▽
Ｅ
ブ
ロ
ッ
ク
準
決
勝

▽
決
勝

▽
Ｆ
ブ
ロ
ッ
ク
準
決
勝

▽
決
勝

秀
光
中
教
校
｜
八
乙
女

１
回
表
秀
光
中
教
校
２
死
一
、
三
塁
、
佐

藤
が
先
制
打
を
放
つ

第

回
仙
台
市
中
学
校
新
人

野
球
大
会
全
市
大
会
（
仙
台
市

野
球
協
会
、
市
中
体
連
、
市
教

委
、
河
北
新
報
社
主
催
）
の
準

決
勝
と
決
勝
が

日
、
青
葉
区

の
宮
城
広
瀬
球
場
で
あ
り
、
決

勝
で
秀
光
中
教
校
が
八
乙
女
を

｜
４
で
破
り
、
６
年
連
続
６

度
目
の
頂
点
に
立
っ
た
。

秀
光
中
教
校
は
一
回
２
死

一
、
三
塁
か
ら
佐
藤
の
右
前
適

時
打
で
先
制
。
二
回
は
打
者

人
の
猛
攻
で
８
点
を
追
加
し
、

反
撃
を
４
点
で
し
の
い
で
逃
げ

切
っ
た
。

秀
光
中
教
校
は

日
、

月

１
日
に
泉
区
の
シ
ェ
ル
コ
ム
せ

ん
だ
い
で
開
か
れ
る
県
中
学
校

野
球
秋
季
選
抜
大
会
に
出
場
す

る
。○

…
主
戦
佐
藤
が
投
打
で
チ
ー

ム
け
ん
引

秀
光
中
教
校
の
主
戦

佐
藤
が
投
打
で
チ
ー
ム
を
引
っ
張

っ
た

一
回
は
２
死
一

三
塁
の
先

制
機
で
打
席
へ
。
「
来
た
球
は
何

で
も
振
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
た

と

内
角
高
め
の
直
球
を
右
前
に

運
ん
だ
。
ビ
ッ
グ
イ
ニ
ン
グ
と
な

っ
た
二
回
も
、
１
死
満
塁
か
ら
左

前
打
で
チ
ー
ム
を
勢
い
づ
け
た
。

投
げ
て
は
３
回
を
１
安
打
無
失

点
。
「
決
勝
は
い
つ
も
と
違
っ
て

緊
張
し
た
け
ど
、
野
手
に
助
け
ら

れ
て
気
持
ち
が
ほ
ぐ
れ
た
」
。
１

週
間
後
に
控
え
る
県
大
会
に
向
け

「
秀
光
の
名
前
に
恥
じ
な
い
野
球

で
優
勝
を
果
た
し
た
い
」
と
気
持

ち
を
高
ぶ
ら
せ
て
い
た
。

八

乙

女

８
｜
１

八

木

山

秀
光
中
教
校

５
｜
０

南

中

山

秀
光
中
教
校

１
８
０

０
１
０

０

八

乙

女

０
０
０

３
１
０

０

４

▽
準
決
勝

▽
決
勝

（
秀
）
佐
藤
、
大
宮
｜
大
宮
、
斉
藤

（
八
）
佐
藤
、
小
林
｜
千
葉

大
阪
市
の
ヤ
ン
マ
ー
ス
タ
ジ

ア
ム
長
居
で

日
に
あ
っ
た

陸
上
の
木
南
道
孝
記
念
で
、
女

子
１
０
０
㍍
障
害
の
青
木
益
未

七
十
七
銀
行

は

秒

の
３

位
に
終
わ
っ
た
。
女
子
４
０
０

㍍
障
害
の
斎
藤
真
佑
（
同
）
は

秒

の
６
位
、
女
子
走
り
幅

跳
び
の
佐
々
木
明
日
香
（
同
）

は
５
㍍

の
７
位
。
昨
年
の
世

界
パ
ラ
陸
上
ジ
ュ
ニ
ア
選
手

権
女
子
４
０
０
㍍
優
勝
の
菅
野

新
菜
（
み
や
ぎ
Ｔ
Ｆ
Ｃ
）
は
Ｔ

ク
ラ
ス
で
１
分
１
秒

の
２

位
だ
っ
た
。
（

面
に
関
連
記

事
）〇

…
ス
タ
ミ
ナ
不
足
「
完
敗
」

女
子
４
０
０
㍍
Ｔ

の
菅
野
は

日
本
記
録
保
持
者
の
外
山
（
宮
崎

銀
行
）
と
の
対
決
で
敗
れ
、
１
分

１
秒

の
２
位
と
な
っ
た
。
１
秒

差
を
つ
け
ら
れ
「
追
い
上
げ
た

け
ど
、
完
敗
だ
っ
た
」
と
悔
し
が

っ
た
。

ス
タ
ー
ト
か
ら
突
っ
込
ん
で
粘

り
切
る
レ
ー
ス
が
目
標
だ
っ
た
。

２
０
０
㍍
す
ぎ
ま
で
は
外
山
に
食

ら
い
付
い
た
が
、
徐
々
に
距
離
を

空
け
ら
れ
る
。「
後
半
は
失
敗
」
。

失
速
の
要
因
に
ス
タ
ミ
ナ
不
足
を

挙
げ
た
。

大
会
中
止
が
相
次
ぎ
、
全
国
の

強
豪
と
走
る
の
は
久
し
ぶ
り
だ
っ

た
。

月
に
大
会
を
残
す
が
、
「
走

り
込
ん
で
ス
タ
ミ
ナ
を
つ
け
る
。

来
年
は
大
会
が
始
ま
る
の
が
３
月

と
例
年
よ
り
早
い
け
ど
、
冬
の
短

い
期
間
で
頑
張
り
た
い
」
と
語
っ

た
。〇

…
新
人
佐
々
木
、
来
季
雪
辱

誓
う

女
子
走
り
幅
跳
び
の
佐
々

木
は
５
㍍

の
７
位
だ
っ
た
。
社

会
人
１
年
目
。
青
学
大
生
だ
っ
た

昨
年
の
６
㍍

に
は
程
遠
く
、「
東

京
五
輪
の
年
に
多
く
の
刺
激
を
受

け
、
来
季
は
頑
張
る
」
と
雪
辱
を

誓
っ
た
。

フ
ァ
ウ
ル
３
回
と
失
敗
が
目
立

っ
た
。
今
年
１
月
、
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
中
に
左
肩
を
痛
め
て
出
遅

れ
た
の
が
響
い
て
い
る
。
「
５
㍍

は
跳
び
た
か
っ
た
。
ス
ピ
ー
ド

も
パ
ワ
ー
も
昨
年
よ
り
が
く
ん
と

落
ち
て
い
る
」
と
納
得
が
い
っ
て

い
な
い
。

来
季
は
日
本
選
手
権
Ａ
参
加
標

準
記
録
６
㍍

を
上
回
る
６
㍍

を
目
標
に
掲
げ
る
。
「
そ
れ
く
ら

い
で
な
い
と
勝
負
に
な
ら
な
い
。

日
本
選
手
権
入
賞
を
目
指
す
」
と

気
合
を
入
れ
る
。

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

全
国
高
校
大
会

日

陸

上

（
エ
デ
ィ
オ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
広
島
）

▽
男
子
８
０
０
㍍
予
選

「
４
組
」
⑤
金
樹
（
仙
台
大
明
成
）
１

分

秒

‖
落
選

「
５
組
」
④
高
梨
有
仁
（
利
府
）
１
分

秒

‖
落
選

▽
棒
高
跳
び

小
泉
宗
士
（
佐
沼
）
‖

記
録
な
し

▽
三
段
跳
び

⑪
古
川
知
征
（
仙
台
二

華
）

㍍

▽
八
種
競
技

⑫
遊
佐
祥
太
（
利
府
）

５
１
８
９
点
（
１
０
０
㍍

秒

、
走
り

幅
跳
び
６
㍍

、
砲
丸
投
げ

㍍

、
４

０
０
㍍

秒

、
１
１
０
㍍
障
害

秒

、

や
り
投
げ

㍍

、
走
り
高
跳
び
１
㍍

、

１
５
０
０
㍍
４
分

秒

）

▽
女
子
１
０
０
㍍
予
選

「
２
組
」
③
佐
藤
美
里
（
常
盤
木
学
園
）

秒

‖
落
選

県
大
会（

日
）

全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー

《》

「」

聖
和
学
園

９

２
｜
０

７
｜
０

０

仙

台

二

《》

「」

仙

台

西

２

１
｜
０

１
｜
１

１

仙

台

一

《》

「」

泉

館

山

５

３
｜
０

２
｜
０

０

鹿
島
台
商

《》

「」

仙
台
大
明

成

５

３
｜
０

２
｜
０

０

石

巻

商

（
ア
デ
ィ
ダ
ス
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
ほ
か
）

▽
３
回
戦

《》

「」

東
北
生
活

文
化
大
高

２

０
｜
１

２
｜
０

１

多

賀

城

《》

「」

宮

城

工

６

４
｜
０

２
｜
０

０

築

館

〆〇 ーーー ―‐

／＼ ～～～ ‖｜

塩

釜

３

１
｜
１

１
｜
１

延

長

１
｜
１

０
｜
０

３

東
北
学
院

榴
ケ
岡

（
Ｐ
Ｋ
４
｜
３
）

《》

「」

東

北

８
｜
０
｜
０

０

本

吉

響

《》

「」

東
北
学
院

６

４
｜
０

２
｜
０

０

黒

川

《》

「」

仙

台

三

５

１
｜
１

４
｜
０

１

白

石

工

〆〇 ーーー ―‐

／＼ ～～～ ‖｜

東

陵

１

０
｜
０

０
｜
０

延

長

０
｜
０

１
｜
０

０

白

石

《》

「」

利

府

４
｜
０

８
｜
０

０

仙

台

南

《》

「」

仙
台
城
南

３

１
｜
０

２
｜
０

０

石

巻

工

《》

「」

仙

台

商

５

４
｜
０

１
｜
０

０

角

田

《》

「」

古

川

工

３

２
｜
０

１
｜
０

０

柴
田
農
林

《》

「」

仙
台
育
英

４

２
｜
０

２
｜
０

０

富

谷

県
中
学
新
人
大
会

（

日
）

岩

切

｜
８

南

中

山

長

町

｜
１

大

沢

富

沢

｜
５

岩

切

蒲

町

｜
９

仙

台

一

高

森

８
｜
７

東

仙

台

長

町

｜
０

南

小

泉

◇
仙
台
市（
仙
台
市
海
岸
公
園
野
球
場
）

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
】

▽
全
市
大
会
１
回
戦

▽
準
々
決
勝
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⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

(１８)２０２０年(令和２年)１０月２５日(日曜日) (１８)２０２０年(令和２年)１０月２５日(日曜日)




